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夏
の
訪
れ
と
共
に
、
各
地
区

の
在
京
ふ
る
さ
と
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
関
東
に
在
住
さ
れ
て

い
る
市
出
身
の
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
集

い
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び

合
う
声
や
、
ふ
る
さ
と
の
話
題

に
花
を
咲
か
せ
る
姿
が
見
ら
れ
、

大
変
に
ぎ
や
か
で
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
栗
原
の
話
を
す
る
と
、当
時
を

思
い
浮
か
べ
、
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
」と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
、
栗
原
へ
の
深
い
愛
情

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

栗
原
の
近
況
や
地
域
の
話
題
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
故
郷
の
発
展
を
気
に
掛

け
て
い
る
こ
と
を
、
大
変
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
栗

原
へ
の
温
か
な
思
い
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
は
、

時
代
や
距
離
を
超
え
て
受
け
継

が
れ
て
い
く
大
切
な
財
産
で
す
。

こ
の
夏
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
、

ふ
る
さ
と
栗
原
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
、
家
族
、
友
人
と
の
再
会

や
交
流
を
通
し
て
、
多
く
の
笑

顔
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
寄
せ
る
思
い

令
和
８
年
度
栗
原
市
職
員

採
用
試
験（
初
級・障
害
者
）

　
市
民
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
多
岐
に
わ
た
る
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
力
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日（
月
）必
着

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
20
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
市
役
所

●
試
験
方
法
　
第
１
次
試
験
の
後
、

合
格
者
を
対
象
に
、
第
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
職
種
、
採
用
人
数

初
級（
高
校
卒
業
程
度
）

□
行
政
　
　
　
　
　
15
人
程
度

□
行
政（
障
害
者
）　
数
人
程
度

□
土
木
　
　
　
　
　
数
人
程
度

□
消
防
　
　
　
　
　
数
人
程
度

※

今
後
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
試
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
人
事
課
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布
し

ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
電
子
申
請
ま
た

は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
持
参

ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

ま
た
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
人
事
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
１
５
９

栗
原
市
病
院
事
業
職
員

採
用
試
験（
行
政
職
）

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日（
月
）必
着

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
20
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
栗
原
中
央
病
院

●
試
験
方
法
　
第
１
次
試
験
の
後
、

合
格
者
を
対
象
に
、
第
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
職
種
、
採
用
人
数

　
行
政
職（
初
級
）
　　
数
人
程
度

●
採
用
日
　
令
和
９
年
４
月
１
日

●
申
し
込
み
　
試
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
栗
原
中
央
病
院
２
階

医
療
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直
接

持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

　
〒
９
８
７-

２
２
０
５

　
栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

１
番
地
１
　
☎（
21
）５
６
３
１

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の

使
用
可
能
期
間
を
延
長

　
市
指
定
ご
み
袋
以
外
で
も
、
ご

み
出
し
が
で
き
る
期
間
を
延
長
し

ま
す
。

●
期
限
　
７
月
３1
日（
金
）

●
ご
み
の
出
し
方
　
市
指
定
の
ご

み
袋
を
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

次
の
出
し
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
袋
は
、
中
身
が
見
え
る
市
販

の
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
用
す
る
。

□
袋
の
大
き
さ
は
、
45
リ
ッ
ト

ル
以
内
。

□
表
示
の
記
入
は
、
必
ず
、
袋

に「
も
や
せ
る
ご
み
」ま
た
は
、

　「
も
や
せ
な
い
ご
み
」と
記
入

す
る
。

●
注
意
事
項
　
次
の
袋
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

□
黒
色
な
ど
の
中
身
の
見
え
な

い
袋
。

□
他
の
市
町
村
の
指
定
ご
み
袋
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
開
放
し
ま
す

　
県
内
で
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
際
に
、
市
が
指
定

す
る
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー（
涼
め
る
場
所
）と
し
て
開
放

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ

　
今
か
ら
1
5
0
年
前
の
明
治
9

年（
1
8
7
6
年
）に
、
内
務
省
は

東
京
の
霊
岸
島
か
ら
宮
城
県
の
塩

竃
ま
で
の
水
準
測
量
※
1
を
実
施

し
、
各
地
に
几
号
高
低
標
を
設
置

し
ま
し
た
。
几
号
高
低
標
と
は
、

日
本
初
の
近
代
的
な
高
低
測
量
を

行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
水
準
点

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
指
導

を
受
け
て
英
国
式
測
量
が
行
わ
れ

た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
で
使
用
し
て

い
る「
不
」の
字
に
似
て
い
る
マ
ー

ク
が
几
号
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
几
号
は
、
建
物
や
鳥
居
な
ど

の
永
久
構
築
物
※
2
に
刻
印
さ
れ

ま
す
が
、
ま
れ
に
独
立
し
た
標
石

に
刻
印
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
、全
国
的
に
見
て
も
几
号

高
低
標
の
残
存
数
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
内
に
は
高
低
標

の
役
割
を
も
つ
里
程
標
が
１
基
現

存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
清

水
地
区
に
あ
る
も
の
で
、
明
治
22

年（
1
8
8
9
年
）に
宮
城
県
が
陸

羽
街
道
に
設
置
し
ま
し
た
。
仙
台

芭
蕉
の
辻
を
起
点
と
し
て
北
と
南

に
設
置
さ
れ
、
北
は
22
里
の
有
馬

村
下
大
沢
田
囲（
金
成
地
区
の
北

端
）、南
は
15
里
の
白
石
市
越
河
ま

で
あ
り
、
高
清
水
地
区
に
あ
る
も

の
は
北
14
里
の
地
点
で
す
。
こ
れ

ら
の
里
程
標
は
、
高
低
標
に
兼
用

す
る
と
記
載
さ
れ
た
文
書
が
残
っ

て
い
て
、
実
際
に
、
高
清
水
地
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
里
程
標
の
下

部
に
は
几
号
の
刻
印
が
あ
り
、
几

号
高
低
標
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
1
地
上
の
２
点
間
の
高
低
差
や
任
意
の

地
点
の
標
高
を
求
め
る
測
量
の
こ
と
。

※
2
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鋼
材
、
鉄
骨
な
ど

耐
久
性
の
高
い
材
料
で
作
ら
れ
、
土

地
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
長
期

間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
建
物
な

ど
の
こ
と
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

い
。

●
期
間
　
10
月
28
日（
水
）ま
で

●
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
指
定

施
設

各
地
区
共
通
施
設

□
総
合
支
所

築
館
地
区

□
市
役
所

□
市
消
防
庁
舎

□
市
立
図
書
館

□
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

つ
き
だ
て
館（
昆
虫
館
）

□
栗
原
文
化
会
館

若
柳
地
区

□
若
柳
公
民
館

栗
駒
地
区

□
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

鶯
沢
地
区

□
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

志
波
姫
地
区

□
志
波
姫
公
民
館

□
く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ（
エ

ポ
カ
21
）

□
く
り
こ
ま
高
原
駅
オ
ア
シ
ス

セ
ン
タ
ー

※

施
設
ご
と
に
開
放
日
時
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
す
る
か
、
各
施
設
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

一
部
施
設
は
、
熱
中
症
特
別
警
戒
情

報
の
発
表
が
な
い
と
き
で
も
、
涼
む

場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

農
作
業
安
全
確
認
運
動

実
施
中

　
９
月
30
日（
水
）ま
で
農
作
業
夏

の
熱
中
症
等
声
か
け
期
間
で
す
。

農
作
業
時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
対
策
の
実
践
・
確
認
項
目

□
農
作
業
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
り
、

入
浴
で
暑
さ
に
慣
れ
る

□
農
作
業
を
始
め
る
直
前
に
冷

た
い
飲
み
物
や
タ
オ
ル
な
ど

で
体
を
冷
や
す

□
20
分
お
き
に
休
憩
し
、
の
ど

が
渇
い
て
い
な
く
て
も
コ
ッ

プ
１
杯
〜
２
杯
を
目
安
に
水

分
を
補
給
す
る

□
単
独
作
業
を
で
き
る
だ
け
避

け
る
。
ま
た
、
単
独
作
業
を

す
る
場
合
は
家
族
で
定
期
的

に
確
認
す
る

□
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
や
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
対
策
ア

イ
テ
ム
を
活
用
す
る

●
代
表
的
な
熱
中
症
の
症
状

　
汗
を
か
か
な
い
、
体
が
熱
い
、

め
ま
い
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
倦

怠
感
、
判
断
力
の
低
下

●
症
状
が
出
た
時
の
応
急
処
置
な
ど

□
作
業
を
中
断
し
て
涼
し
い
環

境
に
避
難
す
る

□
水
分
と
塩
分
を
補
給
し
て
、

ぬ
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を

冷
や
す

□
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る

　
産
業
経
済
部
農
政
園
芸
課

☎（
22
）１
１
３
５

水
路
や
た
め
池
な
ど

の
水
難
事
故
に
注
意

　
農
業
用
水
の
増
加
や
梅
雨
や
台

風
に
よ
る
降
水
量
の
増
加
に
よ
り
、

水
路
や
た
め
池
な
ど
が
増
水
す
る

時
期
で
す
。
水
の
流
れ
も
非
常
に

速
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
水
の
事
故
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
水
難
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
た
め
池

や
水
路
、
頭
首
工
、
河
川
か
ら
の

取
水
口
、
ダ
ム
、
沼
な
ど
で
は
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

251 市
内
の
文
化
財
散
策

明
治
の
水
準
測
量
と
宮
城
県
里
程
標

▲

高清水善光寺の車道入口北側
　にある几号高低標

種
　
別
　
歴
史
資
料

▲６月７日に開催された東京高清水会
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